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行動神経研究部門 

思考言語分野 

＜研究概要＞ 
A) チンパンジーの比較認知発達研究 
松沢哲郎, 友永雅己, 林美里, 服部裕子, 足立幾磨, Christopher Martin (以上, 国際共同先端研究センター), 濱田穣 
(形態進化分野), 西村剛 (系統発生分野), 鈴木樹理, 宮部貴子, 前田典彦, 渡邉朗野, 兼子明久, 渡邉祥平 (以上, 人
類進化モデル研究センター), 熊崎清則, 南雲純治, 落合知美, 高島友子, 市野悦子, 酒井朋子, 村松明穂, 兪リラ, 
植田想, Christoph Dahl, Mariska Kret, 村井千寿子 (玉川大), 牛谷智一 (千葉大), 後藤和宏(相模女子大), 佐野明人, 
田中由浩、酒井基行(以上, 名工大) 

1 群 14 個体のチンパンジーとヒトを対象として, 比較認知発達研究を総合的におこなった。 認知機能の解析と

して, コンピュータ課題や対象操作課題など各種認知課題を継続しておこなった。 主として, 1 個体のテスト場面

で, 数系列学習, 色と文字の対応, 視線の認識, 顔の知覚, 注意, パターン認識, 視覚探索, カテゴリー認識, 物理

的事象の認識, 視聴覚統合, 触覚認知，情動認知, 運動知覚, 行動の同調などの研究をおこなった。 また, チンパ

ンジー2 個体を対象とし, チンパンジーの行動が他者に影響されるかどうかを社会的知性の観点から検討した。脳

や身体各部の計測もおこなっている。 

B) チンパンジーにおけるアイトラッカーを用いた視線計測 
友永雅己, 植田想 

チンパンジーとヒトを対象に, 非拘束型のアイトラッカーを用いて, 各種の視覚刺激提示時や課題遂行時の視線

の計測をおこなった。 
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C) 野生チンパンジーの道具使用と文化的変異と森林再生 
松沢哲郎, 林美里, 森村成樹, 山梨裕美, 兪リラ, 早川卓志 (遺伝子情報), 山本真也 (ヒト科 3 種比較研究プロジェ

クト), Christopher Martin (国際共同先端研究センター), 山越言, 藤澤道子 (以上、京都大), 大橋岳 (JMC), Tatyana 
Humle (ケント大), Dora Biro (オックスフォード大), Katelijne Koops (ケンブリッジ大), Kimberley Hockings (リスボン

新大), Susana Carvalho (ケンブリッジ大), Nicola Bryson-Morrison, Lucy Simone D'Auvergne  (以上、ケント大), Aly 
Gaspard Soumah (IREB) 
西アフリカ・ギニアのボッソウと, 東隣のニンバ山とコートジボワール領内, 西隣のディエケの森, 南隣のリベ

リア領内で, 野生チンパンジーの行動と生態を調査し, 記録の解析をおこなった。 また,「緑の回廊」と呼ぶ森林

再生研究を試み, 苗木を覆う東屋を設置する活動を継続した。 

D) 飼育霊長類の環境エンリッチメント 
友永雅己, 松沢哲郎, 林美里, 熊崎清則, 落合知美, 山梨裕美, 櫻庭陽子, 市野悦子, 鈴木樹理, 前田典彦, 渡邉祥平,
藤森唯, ゴドジャリ静 (以上, 人類進化モデル研究センター) 
動物福祉の立場から環境エンリッチメントに関する研究をおこなった。3 次元構築物の導入や植樹の効果の評価, 

認知実験がチンパンジーの行動に及ぼす影響の評価、新設した実験スペースを活用した認知エンリッチメント、毛

髪等の試料を利用した長期的なストレスの評価、エンリッチメント用の遊具の導入，採食エンリッチメントなどの

研究と行動観察をおこなった。 

E) 各種霊長類の認知発達 
友永雅己, 松沢哲郎, 打越万喜子, 村井千寿子 (玉川大), 多々良成紀, 福守朗, 山田信宏, 小西克哉(以上高知県の

いち動物公園), 安藤寿康(慶応大), 川上文人(東京大), 岸本健(聖心女子大) 
アジルテナガザル, マカクザルの幼児, および新世界ザル各種成体を対象に, 種々の認知能力とその発達につい

て検討をおこなった。さらに、高知県のいち動物公園において二卵性双生児のチンパンジーの行動発達を縦断的に

観察している。 

F) ヒトの子どもの認知発達 
林美里, 服部裕子 

犬山市の心身障害児デイサービスセンター「こすもす園」で, 自閉症, ダウン症, 広汎性発達障害など非定型発

達児のコミュニケーション行動の発達について, 参与観察研究をおこなった。 

G) 動物園のチンパンジーの知性の研究 
櫻庭陽子, 足立幾磨 (国際共同先端研究センター), 松沢哲郎 
名古屋市の東山動物園のチンパンジー1 群 6 個体を対象に，新設された屋外運動場での社会行動を観察記録した。

また, 「パンラボ」と名づけられたブースにおいて, 道具使用とコンピュータ課題の 2 つの側面から知性の研究を

おこなった。 

H) 鯨類と大型類人猿の比較認知研究 
友永雅己, 村山美穂, 森阪匡通 (野生動物研究センター), 中原史生(常磐大), 斉藤豊, 上野友香, 堂崎正弘, 小倉仁,
西本沙代, 伊藤美穂, 森朋子, 日登弘, 祖一誠(以上, 名古屋港水族館), 駒場昌幸(九十九島水族館), 佐々木恭子, 柏
木伸幸, 築地新光子(かごしま水族館) 
名古屋港水族館, 九十九島水族館, かごしま水族館との共同研 6 究として, 鯨類の認知研究を進めている。とく

に, イルカにおける視覚認知, サインの理解, 視覚的個体識別などを大型類人猿との比較研究として進めている。 

I) 大型類人猿の比較認知研究 
松沢哲郎, 友永雅己, 林美里, 金森朝子, 幸島司郎, 久世濃子(以上, 野生動物研究センター), 明和政子, 山本英実 
(以上、京都大), 山崎彩夏 (東京農工大), 川上文人(東京大), Renata Mendonça (コインブラ大), Sinun Weide (ヤヤサン

サバ財団), Hamid Ahmad Abdul (マレーシア・サバ大), Dharmalingam Sabapathy (オランウータン島財団), Daniel 
Baskaran (プラウバンディング財団), Mashhor Mansor (マレーシア科学大学) 

マレーシアのサバ州で野生オランウータンの生態と行動の調査をおこなった。また, マレー半島の飼育オランウ

ータンを対象とした認知研究と, オランウータンを野生復帰させる試み、母子ペアの行動観察をおこなっている。 

J) WISH 大型ケージを用いた比較認知科学研究 
松沢哲郎, 友永雅己, 林美里, 足立幾磨 (国際共同先端研究センター), 山梨裕美, 高島友子, 市野悦子, 熊崎清則 

2011 年度に WISH 事業で導入された比較認知科学大型実験ケージ設備の運用を開始した。チンパンジーの飼育

環境の中に実験装置を導入し、いつでもどこでも好きな時に実験に参加できる環境を構築した。また、顔認証によ

る個体識別システムを導入して、各個体の課題の進捗に応じた実験の実施が可能なシステムの構築を進めている。 
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